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問　題
　アスペルガー障害は、Hans… Asperger が1944年に
「自閉的精神病質」と報告したものを、Wing（1981）
が再評価したことが大きな契機となり、広く認知され
るようになっていった。DSM- Ⅳ -TR の診断基準では、
①アイコンタクトなどの対人相互反応を調整する多彩
な非言語的行動の使用の著明な障害や、仲間関係を作
ることの失敗、楽しみ、興味、達成感を他人と分かち
合うことを自発的に求めることや、対人的または情緒
的相互性の欠如などの対人的相互反応の障害と、②行
動、興味、活動の限定的、反復的、常同的な様式がみ
られること、③言語発達や、認知発達、自己管理能力、
対人関係以外の適応行動、環境への好奇心に遅れがな
いものをいう。知的な能力の低下が著しくないアスペ
ルガー障害者の場合、アスペルガー障害そのものだけ
ではなく、二次的に生じる不登校やうつ病などの心理
的問題への援助が必要となる場合も少なくない。
　木谷（2006）は、広汎性発達障害者の発達に関して
「成長するからこそ生じる問題」という視点を重視して
おり、発達にともなって生じる様々な困難さを抱える
患者への対応の必要性を指摘している。我が国でも、
2008年には医学書院発行の学術雑誌「精神医学」で「成
人期のアスペルガー症候群」という特集が組まれ、2010
年にはアークメディア発行の学術雑誌「臨床精神医学」
で「再びアスペルガー症候群をめぐって―成人の症
例を中心に」という特集が組まれるなど、児童 ・ 青年
期だけではなく成人期のアスペルガー障害者の適応の
困難さと、そのために生じる二次障害の理解と対応へ
の重要性が昨年盛んに論じられている。
　そのような現状の中で、発達障害児者の内的世界を
理解する技法としての臨床心理アセスメントの研究は
近年注目され、描画を用いた研究の報告もなされてい
る（寺山，2002；木谷，200３など）。発達障害の描画に
ついて杉山（2002）は、描画そのものが、子どもの生
きる世界をわれわれに見せる優れた窓としての機能を
も果たしており、言語的な交流に限界があることが少
なくないため、ことさら絵のもつこのような役割は重
要と述べている。この指摘は子どもだけではなく、成
人にも適用可能であろう。そこで本研究では描画法の
中でも樹木画法に注目して、先行研究を概観する。
　樹木画法とは、樹木を描かせる投映法であり、実施
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の簡便さから人格特徴を理解する目的で、臨床現場で
よく用いられている。また、廣澤 ・ 大山（2007）が指
摘するように、描画対象が樹木であるため、人物画の
ような描画に比べて発達障害者にもそれほど脅威を与
えずに実施できるというメリットもある。
　原 ・ 中西（2000）や中鹿（2004）は、知的な遅れの
ある成人自閉症者の樹木画の特徴について、①枝の描
画表現が多いこと、②細部への注目傾向や部分の集ま
りとして処理する認知構造の存在、③幹や枝の閉じた
表現が多いことを挙げ、中枢性統合障害理論から考察
をしている。また、IQ が70以上の自閉症児の樹木画の
特徴について、廣澤 ・ 大山（2007）は①各部分の描写
が精緻である部分認知傾向、②視覚で思考するため見
えないものはステレオタイプに表現する傾向、③ファ
ンタジックな表現、④同一性保持傾向による実や葉の
多さや規則性などを指摘している。その一方で、Lim…
&…Slaughter（2008）は21名のアスペルガー障害者と定
型発達者に HTP 法を実施し、その構成要素を得点化
して比較した結果、家や樹木といった描画には有意差
がみられず、人物画のみに有意差がみられたとの報告
をしており、一貫した結果が得られているわけではな
い。この不一致の背景には、自閉症とアスペルガー障
害を発達障害として一括りにするか否かという違いに
よる影響や、対象者の年齢や発達の違いによる影響、
さらに対象者の二次障害による心理的問題の差異によ
る影響などがあるものと考えられ、更なる研究が望ま
れている。
　このような発達障害児者やアスペルガー障害児者に
共通する描画特徴を検討する法則定立的な研究がある
一方で、個性記述的なアプローチの重要性を指摘する
研究も存在する。例えば、Alvarez（1999　倉光他訳　
2006）の、高機能広汎性発達障害の子どもでも一人一
人のパーソナリティーによってその描画は異なるとの
指摘や、石川（2008）の描画臨床における「広汎性発
達障害での描画テスト（文主絵従）から描画テストで
の広汎性発達障害（絵主文従）へ」との指摘である。
ある患者がアスペルガー障害であるか否かを鑑別診断
するためには法則定立的なアプローチがより重視され
るであろうが、一方でそのクライエントや患者個人へ
の援助という点では、個性記述的なアプローチも重要
である。
　これまでの研究を概観すると、アスペルガー障害と
樹木画法との関連についての研究は十分なされている
とは言い難い。さらに、成人期のアスペルガー障害へ
の臨床実践を考えた場合、二次障害を抱えている者も
少なくなく、一次障害と二次障害の両面を理解し心理
臨床的援助をしていくことが必要である。そこで、精
神神経科を受診したアスペルガー障害者に樹木画を実
施し、彼らの心理的特徴がどのように表現されるのか
を検討する。また、単純に比較することはできないが、
これまで得られた知見を本研究の事例を通して再検討
することも、今後の研究の参考になるものと思われる。
目　的
　本研究では、知能の遅れがない成人のアスペルガー
障害者で二次障害を抱えている ３ 事例の樹木画法につ
いて検討する。特に、アスペルガー障害者は対人関係
での困難さが特徴であることから、樹木画法の中でも
“社会的 ・ 職業的態度”と“内的自己像”との両面をと
らえることができると言われている（Castilla，1994　
阿部訳，2004）樹木画 2 枚施行法を用いる。
　本研究を通して、各事例に共通してみられる樹木画
の特徴と、個々の事例でみられる樹木画の特徴を整理
することで、これまでの樹木画の研究を再検討すると
ともに、一人の人としてのアスペルガー障害者を理解
する方法としての樹木画の有用性を検討することを目
的とする。
方　法
1 ．対象者
　精神神経科にてアスペルガー障害の診断が確定して
おり、知的水準が平均以上（IQ ＞90）の者 ３ 名を対象
とした。なお、心理検査は診断補助と人格理解を目的
として行われ、テストバッテリーの一つとして用いら
れた樹木画 2 枚施行法のデータを分析した。
2 ．樹木画 2 枚施行法
　A 4 判の用紙を縦方向で提示し、 1 枚目は「木を描
いて下さい」と教示し、 1 枚目を回収した直後に、再
度用紙を配布し 2 枚目は「もう一枚木を描いて下さい。
同じ木でも別の木でもかまいません」と教示して実施
した。筆記用具は HB の鉛筆を用いた。消しゴムの使
用や、用紙の向きなどに特に制限は加えなかった。
結果と考察
事例 1
　Ａさん、３1歳男性。母親によれば、発育に問題はな
かった。小学校の頃にいじめがあったものの、本人は
特に自覚なく、学校には通っていた。また、小さい頃
から、体を動かすことが苦手で、不器用だったとのこ
と。人付き合いも苦手であり、中学 ・ 高校でも友人は
ほとんどできなかった。中学生の頃、ふざけていて同
級生を骨折させてしまったことをきっかけに、他人を
… 7
佐藤：樹木画２枚施行法からみた成人期アスペルガー障害者の理解
傷つけることを過度に恐れるようになった。その時の
ことが忘れられないためか、自動車免許の取得を勧め
られるが、人を傷つけるのではないかという恐怖心か
ら現在も取得できないでいる。また、高校生の時、満
員電車に乗った際に息苦しくなって次の駅で降り、そ
れ以来、息苦しくなることを恐れ、電車での通学がで
きなくなり、今でも満員電車には乗れないなどのエピ
ソードがある。大学受験失敗後、10数年間は外出する
ことを避け、実家の家事をして生活していた。その際、
一度だけだが、自分は死ぬ以外ないと自らの胸にナイ
フをあてがったことがあるという。本人がこのままで
はいけない、「なんとか人と接することができるように
なりたい」と思い、親と共に当科を受診した。
　面接時は、緊張した様子で時に体を震わせながら問
診に答え、視線は合わなかった。質問には不適切な回
答やまとまりのない返答はなかったが、人を傷つける
恐怖が終始語られ、外に出ることを過度に恐れて回避
していることから、社会恐怖との診断もなされていた。
樹木画 2 枚施行法（図 1 ）
　Ａさんの樹木画 2 枚施行法の特徴は、 1 枚目から 2
枚目になると樹木のサイズが小さくなり、 1 枚目は葉
が 1 枚のみであることである。大きな樹木から中程度
の大きさの樹木に変化することは、佐藤 ・ 鈴木（2009）
が指摘しているように、内的には複雑な感情があり、
傷つくことを恐れながらも一人になることも怖いとい
う葛藤を抱えている可能性が窺われる。さらに、 1 枚
目が社会的態度を表現し、 2 枚目が内的自己像を表現
すること（Castilla，1994　阿部訳，2004）を考慮すれ
ば、廣澤 ・ 大山（2007）が指摘するように、 1 枚目の
「自己肥大」は自分をわかってくれる環境がないことか
ら生じる実存的な孤独感に対する防衛として理解する
ことが可能かもしれない。また、二枚とも右側の枝の
先端が鋭利であり、男性的なものに対する攻撃性の高
さが表れており、人を傷つける恐怖の背景にある攻撃
性を統制することの困難さを窺わせる。さらに 2 枚と
も草で根元が覆われていることは、自身の本能的な欲
求や、無意識を恐れて隠蔽しようとすることを表して
いるものと思われる。外出することを回避することに
よって、このような情動や衝動の統制の困難さからく
る圧倒される感覚を防衛しているとも言えるのではな
いだろうか。
　また、 1 枚目の幹や枝内に描かれた描線は他者から
身を守る防衛ともとれるが、廣澤 ・ 大山（2007）が指
摘する目に見えるものを細かく描く認知特徴と理解す
ることも可能かもしれない。
図 1 　事例 1 の樹木画 2 枚施行法の描画
1 枚目 2 枚目
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事例 2
　Ｂさん、20歳男性。幼少期より人と視線を合わせる
ことが苦手で、汽車の絵ばかり描いていた。小学生の
頃は、友人の冗談をそのままの意味で受け取り、たび
たびトラブルがあり友人ができなかった。中学生になっ
ても友人はできず、「周囲に見られている」と訴えるよ
うになり、何度も手洗いをしたり、誰もいないのに一
人で笑うことがみられるようになった。また、中学時
代にいじめられていたと訴え（教師は否定している）、
中学から離れた高校への入学を希望し、県外の高校へ
進学した。高校でも「嫌な人」がいたらしいが、なん
とか高校を卒業した。高校卒業後は就活に失敗し自宅
に引きこもり、家人に「中学時代にいじめられていた」
としきりに訴え、家族がそんなことはないと否定する
と、自室のドアを壊したり、食器を壊すなどの行動を
とることがあった。また、「嫌なイメージが浮かぶ」、
「自分を批判する声が聞こえる」などの訴えがあり、家
族が心配し当科を受診した。
　面接時は時折空笑がみられたが、視線を合わせるこ
とは可能であった。質問へはある程度適切に応えてい
たが、口調は独特で抑揚がなく、しばしば「わかりま
せん」と答えていた。また、「知っている男の人の声が
聞こえる」との幻聴を訴えるが、それは「嫌な人につ
いて考えている時」であり、統合失調症としては非定
型的であった。なお、本調査協力時点での診断は特定
不能の精神病性障害であった。
樹木画 2 枚施行法（図 2 ）
　Ｂさんの樹木画の特徴は、 2 枚とも幹がかなりの部
分を占め、枝と思われるものは短く、幹にくっついて
おり、樹木の全体のバランスも構造も奇妙な点である。
この点は中鹿（2004）や廣澤 ・ 大山（2007）が指摘す
るように、全体構成を考えずに樹木の各部分に注目し
て描く、視野の狭さや細部への注目傾向を表している
ものと思われる。また、樹木の構造が奇妙であること
は、認知の独特さや現実検討力の低さを表していると
もいえる。さらに、幹が非常に長いことは、Bolandar
（1977　高橋訳，1999）が指摘するように情緒的に未成
熟で理性的に情動をコントロールすることが困難であ
ることを表しているといえるであろう。また、先ほど
の事例 1 と同様に 1 枚目では「自己肥大」的な描画を、
2 枚目では細い幹を描いていることや、幹内部に縦線
が描かれていることは興味深い共通点である。
　枝の先端が開いており、 2 枚目では樹冠内の描線が
交差していることから、衝動統制が困難であることが、
対人関係における葛藤を生じやすくさせているとの解
釈も可能であるかもしれない（Stora，1975　阿部訳，
2011）。
図 2 　事例 2 の樹木画 2 枚施行法の描画
1 枚目 2 枚目
… 9
佐藤：樹木画２枚施行法からみた成人期アスペルガー障害者の理解
　さらに、 1 枚目は上部がはみ出していることから、
劣等感を補償しようとする欲求の強さが、 2 枚目が下
にはみ出していることからは、周囲から守られたいと
いう欲求が表れており、自分を認めてくれ、保護して
くれる他者がほしいとの欲求が窺われる。ただし、 2
枚目の樹冠が左側に伸びる楕円であることは、自分の
能力を十分に発揮することへのあきらめの気持ちも強
く、実際の対人関係では得ることができない安全感を、
宗教的なものや空想的な世界に求めていることを表現
しているようだ。このような、空想的な世界へ支持を
求める引きこもり傾向と、安全感のなさ、情動に支配
されやすい傾向、現実検討力の低さが、「自分を批判す
る声が聞こえる」という幻聴様の体験を生じさせてい
るのかもしれない。
事例 3
　Ｃさん、25歳男性。小学校の頃は勉強に問題はなかっ
たが、友達ができず、生活態度を教師から注意される
ことが多かったという。中学校ではいじめられていた
が、不登校になることはなかった。高校時代は、過干
渉な母親に暴力をふるい、家から母親を追い出し、そ
の後会うことはなかったという。大学では同級生や指
導教員から注意されることが多く、「気分が沈む」、「や
る気が出ない」、「眠れない」などと訴え、抗うつ剤（ア
ナフラニール朝夕 2 錠、パキシル 2 錠）を処方されて
いた。大学を卒業後、浪人して大学院へ進学。大学院
では最初は同級生とも交流ができていたが、理由はわ
からないが次第に孤独になっていったという。また、
家庭教師のアルバイト中に、子どもが真面目に勉強し
ないことを注意すると、相手がＣさんの頭を叩いたこ
とに腹を立て、相手の顔を殴りけがをさせアルバイト
を解雇された。その後、気分の落ち込みがひどくなり、
当科を受診した。
　面接時は礼儀正しく応答しており、視線も合わせて
話をしているが、表情に乏しかった。また、話し方は
抑揚がなく、理屈っぽく、他人を見下したような発言
が多く見られ、「母親の態度がいかに理不尽だったか」
や、「なぜ正しいことをした自分がクビになるのかわか
らない」などの発言がみられた。抑うつ気分、興味の
喪失、気力の減退、不眠などがみられ大うつ病性障害
とも診断されていた。
樹木画 2 枚施行法（図 3 ）
　Ｃさんの樹木画の場合は、 1 枚目は「きのこのよう
な形態」であることと、 2 枚目の枝のようなものの形
態の太さと方向性の定まらなさから受ける奇妙さが特
徴的である。このような樹木とはみえがたい表現方法
は、事例 2 と共通しており、認知の独特さと現実検討
図 3 　事例 3 の樹木画 2 枚施行法の描画
1 枚目 2 枚目
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力の低さとも解釈可能である。きのこのような形態は、
強い羞恥心を持ち世界から自分を保護しなければなら
ないと感じていることを表し、枝の定まらなさや枝の
交差は対人関係での感情表現の困難さと葛藤を表して
いると思われる。
　この事例の場合は、二枚とも非常に大きな樹木であ
る点が他の二事例とは異なる。大きな樹木であること
は、自分に自信があることや自分を周囲に認めてもら
いたいという欲求を表すとされるが、 2 枚目は葉が一
枚もなく、描線が薄くなっている点からは、内的には
自己の能力への疑念も表しており（Stora，1975　阿部
訳，2011）、自分の有能さを周囲に認められることで保
たれていた自尊感情の揺らぎが表されていると解釈し
た方が妥当であろう。
　また、 1 枚目は幹と樹冠が不連続な線で閉じられ、
根のような描線が幹とはうまく接合せずに伸びていた
り、 2 枚目は幹と地面が閉じられており、非常に多数
の枝が乱雑な描線で描かれているなど各パーツ間の結
合が悪く、事例 2 とも共通する視野の狭さと細部への
注目傾向が表れている。特にこだわったと思われる 2
枚目の枝は、いびつなひし形を作ったり、枝が交差し
ていることから、拒否された挫折感や、対人関係での
葛藤を表しており（Stora，1975　阿部訳，2011）、Ｃ
さんの症状の背景を推察させるものである。
　加えて、 2 枚目のシンメトリーの構造は、原 ・ 中西
（2000）とも同様の結果であり、これは距離をおいて他
者と接する傾向や、Castilla（1994　阿部訳，2004）が
指摘するように抑うつ気分を表しているものと思われ
る。
　このような対人関係での葛藤や、周囲に自分の有能
さを理解してもらえないことが、症状の背景にあるの
ではないだろうか。
総合考察
　 ３ 事例をまとめると、少数の事例による比較ではあっ
たが、樹木が大きく描かれる「自己肥大」や、樹木全
体としてのまとまりの悪さ、細部へのこだわり、独特
な樹木のイメージによる表現などの特徴は、先行研究
と一致するものであり、アスペルガー障害の描画特徴
として比較的一貫してみられるものといえるかもしれ
ない。
　ただし、 1 枚目に大きな樹木が描かれるという指標
は共通していたが、他の樹木画の指標が ３ 事例全てに
共通するということはなかった。 ３ 事例とも対人関係
の困難さや、自分を理解してもらえる環境の乏しさと
いう共通点は窺われるものの、樹冠内の描線の交差や
枝の交差、 2 枚の幹の太さの変化や枯れ木など、各事
例独自の描画表現によってそれらの特徴は示されてい
た。またそれぞれの事例において考察したように、当
然のことながら、樹木画にはアスペルガー障害の特徴
だけではなく、それぞれが抱えるパーソナリティの特
徴や心理的問題なども表現されていた。アスペルガー
障害の描画特徴の有無とともにそれらの個人差を検討
していくことが、アスペルガー障害を抱えて適応の努
力を続ける個人を理解していく上では重要になってく
るであろう。
　成人のアスペルガー障害への注目は近年高まってお
り、今後も複雑な社会の中で適応が困難となり二次障
害に至る事例への対応がますます検討されていくだろ
う。その際、言語での意思疎通が苦手であるアスペル
ガー障害者の内的世界を理解する方法として、樹木画
2 枚施行法は子どもだけではなく成人についても重要
な手段となりうるのではないだろうか。さらに、アス
ペルガー障害者への支援は本人への援助だけではなく、
環境調整も重要である。サポートしようとする親や上
司、教師などに、樹木画は視覚的に彼らの特徴を伝え
うる有益な手段でもある。そのため、コンサルテーショ
ンの一つの道具としての役割も期待できるかもしれな
い。
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